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パネル発表 『デザイン理論』48/2006

ModedePapierIV

Joint‐

原 田純子/神 戸ファッシ・ン造形大学

紙は 「組む」「曲げる」「切る」「折る」な

どの操作によって様々なフォルムを作 り出す。

特に"Joint一 組む"技 法に着 目し,フ ォル

ムや表面装飾の計画,パ ターン設計,作 品構

成などの各段階においてその特徴を優先的に

盛 り込み,新 しい発想の服飾デザインの展開

例を示そうと試みた。

図1の ように一方の紙の切 り込みにもう一

方の紙を差 し込んで組むと紙同士が結合 し,

一続きの面が増量する。切 り込んだ形と差 し

込む形の組み合わせは図と地の関係を生み出

し,平 面的な装飾効果をもたらす。また,図

2の ように平面の紙のパーツを組むと立体へ

と変化す るが,つ なぎ合わせる形や場所によ

り様々な形状を作ることができる。同型のパー

ツの一部を規則的につないで組むことにより,

平面の集まりを意識させる美 しい立体となる。

本作品はそのような"Joint一 組む"造 形

効果を服飾作品の上で表現した。

図3に 作品写真,図4に パターンを示す。

半袖,ス クエアネ ック,ノ ーマル レングス

の ワンピース ドレス とし,袖 とヘムは円形 の

パー ツの組み合 わせによ り形作 るデザイ ンと

した。 また,前 ネ ックライ ンか ら脇,後 ろ裾

へ と斜 に大胆な切 り替 えを入 れて ワンピー ス

の シルエ ットを作 り,デ ザイ ンポイ ン トとし

た。

パ ター ンは前 肩,脇 上 部,後 ろ中心 を含 む

「ワンピース(上)」 と前 中心,脇 下部,後 ろ

下部 を含む 「ワ ンピース(下)」 に分 け,上

部2枚 と下部1枚 の台形をべ一ス とす るシン

プルなパー ツか らな る特 殊な構成 とした。 ま

た,袖 は23枚,ヘ ムは20枚 の 同 じ円形のパター

ンと し,そ れ らを組む ことによ り適当な フォ

ルムが形作 られ るよう計画 した。

素材 には古 くは衣服材料 として用 いられ た

例 のある紙子和紙を使用 し,ミ シン縫製,ア

イロ ン仕上 げの工程 を踏み,実 際 に着用可能

な現代 的なモー ド作品の製作 に取 り組んだ。

図1ア イディアソース 図2ア イデ ィアソー ス
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図3作 品写真

図4作 品パターン

■ 材料 ■

和紙(濃 生成)

[93×56c皿];2枚

和 紙(薄 生成)

[93×58cm]:1枚

和 紙(薄 緑)

[93×58cm]:1枚

コ ンシールフ ァスナー

[70cm]:1本

絹 ミシン糸

[50番]
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